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肺 結 核ニ對 ス ル 副 腎 皮 質 「ホ ル モ ン」(「イ ン テ

レ ニ ン」)及 ビ「ビ タ ミ ン」C(「 ア ス コ ル チ ン」)

併合療法ニ就 テ

東京市養育院醫局(主任 碓居博士)

馨學士 藤 井 信次 郎

署學士 片 桐 仁 禮

馨學士 永 井 澄

署學士 齋 藤 達 雄

馨學士 津 本 淳 三

緒 言

副 腎 皮 質 「ホ ル モ ン」 ハ1930年Swingleu.

Pfiffnerガ 副 腎 皮 質 ヨ リ分 離 シ、 ア ヂ ソ ン氏 病

二使 用 シテ有 数 ナ リ ト報 告 シテ ヨ リ、 急 性 傳 染

病 及 ビ慢 性傳 染 性疾 患 タ ル肺 結核 ノ治 療 二磨 用

セ ラル ・二至 レ リ。

急 性 傳 染 病 二於 テ、其 ノ毒 素 作 用 ガ副 腎 二病攣

テ惹起 セ シム ル コ トハ 既 二Virchow,Beitzke,

Dietrichu.Siegmond等 ガ認 メ タ ル所 ニ シ

テ、Dietrichハ 重 症敗 血 性疾 患 二於 テ、副 腎皮

質 二 「リボ イ ド」脱 落 、核 溶 解 テ件 ヘ ル細 胞 崩 壊 、

充 血 、浮腫 、 高 度 ノ出 血 等 ノ攣 化 二就 テ詳 細 二

報 告 セ リ.斯 ノ如 キ副 腎 皮 質 ノ攣 化 ハ或 ル特 定

ノ傳 染 性 疾 患 二限 ラズ各種 傳 染 性 疾 患 二認 メ ラ

ル ・所 ニ シテ、Thaddeaハ 傳染 性疾 患 二現 ハ

ル ・特 定 ノ症}吠群 、 則 チ血 歴 降 下 、 下痢 、 色 素

沈 著 、 高 度 ノ痩 削 、 食 慾 減 退 、皮 膚蒼 白 、 罷 温

降 下、 無 氣 力 等 ハ 副 腎 皮 質 脱 落 症 状 ナ リ トセ

リ、 而 シテ實 扶 的 里 中毒 二陥 ラ シ メ タル實 験 動

物 二副 腎 皮 質 抽 出製 剤 ノ ミ與 ヘ タル ニ、 海狸 ハ

依 然 死 滅 セル モ之 ニ テ併 合 シテ生 命 ラ保 持 セ シ

ムル テ得 タ リ。 這 ハ 副 腎皮 質 製 剤 一 ハ副 腎 皮 質

中 二他 臓 器 二比 シテ最 多量 ア リ トセ ラル ・Vc

ノ鋏 乏 セ ル テ以 テ ナ リ トセ リ。

1928年SzentGy6rgyiガ 牛 副 腎 ヨ リ張力 ナル

還 元 物 質 テ獲 テ、 之 テ 且exuron酸 ト稻 シ、次

デ之 ガVcト 同 一物 ナ ル テ認 メ、更 二皮 質 ニハ他

臓 器 二比 シテ最 モ多量 テ含 有 セ ル コ トテ報 告 セ

リ。次 デ1932年Cox,且irst,Karrer,Micheel

等 ハ構 造 式 テ決 定 シ、 左 旋 性 「アス コル ビ ン」酸

ト命 名 シ タ リ。

翌年ReichstenOPPenhauer,Young等 ハ此

ガ人 工 合 成 二成 功 セ リ。Vcバ ー一種 ノ鰯 媒作 用

テ ナ ス コ トハー般 二認 メ ラル ・所 ニ シテ、 細 胞

ノ機 能 テ ト昇 セ シム ル モ ノナ リ.

Hoffmeister等 ハ 急 性 傳 染 性 疾 患 ノ際 高 度 二

Vcノ 消 失 スル テ認 メ、 此 ガ鋏 乏 ハ細 胞 機 能 テ

低 下 セ シメ、 急 性 傳 染 性疾 患 ノ経 過 テ不 良 ナ ラ

シム ト構 セ リ。P.Gy6rgyハ 各 種 傳 染 性 疾 患 二

Vcテ 使 用 シ テ 好 結 果 テ得 タ リ ト云 フ。 又

Thaddeaハ 前 記 ノ如 ク 副 腎 皮 質 「ホ ル モ ン」ハ

Vc∴ テ其 ノ作 用 増 張 スル テ 報 告 シ テ ヨ リ、

Lerebouillet,Whitehead,Smith,Demole等

ハ 各種 傳,染性疾 患 一 副 腎 皮 質 「ホ ル モ ン」及 ビ

Vcノ 併 合 療 法 テ行 ヒ良 好 二 経 過 セ シメ タ リ。
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急 性傳 染 性 疾 患 二認 メ ラ レタル 如 ク、 肺 結 核 二

於 テ モ、 副 腎 ガ結 核 毒 素 二依 ツ テ病 攣 テ蒙 ムル

事 ハNeuman,Sylla,Singel,Hausmann,

Bronfin,Guttman,清 川 、 高亀 氏等 ノ認 ムル所

一 シテ、 此 攣 化 ハ主 トシ テ皮 質 二見 ラ レ、 澱 粉

慶 性 、 「リボ イ ド」減 少、 退 行 攣 性 トシテ ハ更 二

細 胞核 分 解 、 俘 腫 等 ナ リ。 肺 結 核 二於 ケ ル倦 怠

感 、 食慾 減 退 、 下 痢 、 鳳痩 、 色 素沈 著 、皮 膚 蒼

白、 血歴 降 下等 ノ症 状 バー部 副 腎皮 質 ノ前 記 ノ

病 攣 二基 クモ ノ ナ ル 事 ハWiesel,Bronfin,

Guttman等 ノ強 調 ス ル所 ナ リ。 加 藤 氏 ハ副腎

皮 質 乳剤 テ結 核 感 染 海狽 二適 量 注射 セ ル ニ、 封

照動 物 二比 シテ結 核 感染 二封 ス ル病 憂 ハ輕 度 一

止 マ ル事 テ詮 明 シテ肺 結 核 治 療 二適 用 ヌ可 キ テ

指示 セ リ、 更 二藤 井 氏 ハ 副 腎 皮 質 製 剤 「イ ンテ

レニ ン」テ結 核 海 瞑 二注 射 シ加 藤 氏 ノ實 験 ト同

結 果 テ得 、次 デ結 核 菌培 養試 験 ノ 結 果 「イ ンテ

レニ ン」ハ結 核 毒 素 テ解 毒 中和 シ、結 核 菌 ノ褒 育

テ阻 止 シ、 繁 殖 ラ制 止 ス ル コ トテ認 メ、 此 等 實

験 テ根稼 トシテ、藤 井 、 野 坂 雨 氏 ハ 「イ ンテ レ
ノ

ニ ン」テ肺 結 核 患 者 二臨 躰 實 瞼 シ、著 明 ナ ル膣 重

檜 加 、 食慾 層 進 、氣 分 爽 快 、解 熱 、盗 汗 清失 、脈

搏撒 減 少 テ認 メ タ リ。

結核 トVcノ 關 係 二就 テ ハ1925年Schr6der

ハ結 核 海狸 二於 テVcノ 鋏 乏 セ ル テ認 メ、次 デ

辻 本 氏、共 同研 究 者 ハ肺 結 核 患 者 血 清 二著 明 ナル

Vc減 少 セル テ報 告 セ リ。 而 シテ結 核 動 物 テVc

鋏 乏 食 ニ テ飼 養 ス レバ著 シ ク悪 化 ス ル コ トハ既

二Bie】ing,且agedorn ,Schr6der,Couland

等 ノ實験 ニテ明 ニ シテ、 山 上 氏 ハ結 核 海狸 二於

テハ各 臓 器 ガ潜 在 性 壌 血病 状 態 二陥 レル事 テ認

メ、 且asserbach・ ・人 結核 二於 テ モ斯 ル潜 在 性

Vc鋏 乏 状 態 二在 リ ト構 シ、Vcラ 肺 結核 治 療 二

磨 用 シ良 果 テ得 タ リ ト.殊 二頑 強 二纏 績 ス ル小

喀 血 二有 数 ナ リ ト云 フfiMc.Conkeyハ 腸 結 核

二有 数 ナ リ ト云 ヒ、之 レニ反 シテ西 垣 氏等 ハVc

ハ肺 結 核 二封 シテ好 影 響 テ與 ヘ ズ ト云 ヘ リ。

Thaddeaハ 肺 結 核 二封 シ、副 腎皮 質 一・ホル モ ン」

及Vc(Redoxon)併 合 療 法 テ行 ヒ、 食慾 増 進 、

禮 重 檜 加 、 「ク レア チ ン」尿 減 少 、 血歴 上 昇 、 赤

血 球 沈 降 速 度 遅 延 、 血像 ハ左 側推 移 ノ輕 減 テ見

タ リ ト云 ヘ リ。木 邦 二於 テ未 グ副腎 皮 質 「ホ ル モ

ン」、Vc併 合 療 法 テ行 ヘ ル報 告 ナ キ モ ノ ・如

シ。余 等 ハ副 腎皮 質 「ホ ル モ ン」(「イ ンテ レー ン」

帝 國 臓 器)及 ビVc(「 ア ス コル チ ン」田 邊)併 合 療

法 テ施 行 シ、 特 二食 慾 、 倦 怠感 、 脈 搏 、 呼 吸 、

艦 温 、 罷 重 、 血歴 、 血 像 、 血 糖 、 尿1ク レア チ

ン」、 「ク ロ ナ キ シー」、 肺 活 量、 基 礎 代謝 、分 時

搏 出量 等 二就 テ検 索 テ行 ピタ リ.

實 験 方 法

實験 材料 重症 ナ ラズ、 症 歌 二著 シキ憂 化 テ呈

セザ ル男 子 患者5名 テ選 澤 セ リ.

藥 液1韮射 「イ ン テ レー ン」1c.c.4il日皮 下 注 射 、

「アス コル チ ン」2c .c.(「ビ タ ミン」含 量100mg)

隔 日静脈 内注 射、後20日 間毎 日2c.c.、皮 下注 射 。

禮 重 及 血厘i禮 重 ハ 午 前6時 頃 朝 食 排 尿 後 測

定、 血歴 ハ午 前8時 頃 朝 食後2時 間 リバ ロ ・チ

血厘i計聴 診 法 ニ テ測 定 。

赤血球 沈 降 速 度 ウ エ ス タ グ レー ン氏 法 ニ テ朝

食前 施行 。

血液 検 査 血球 計 算 ハ トー マ ー ツ。イス氏 計 算

器 ニ テ、 血 色 素 バ ザ ー リτ比 色計 ニ テ測 定 、 血

像 ハ朝食前探血 シ シリング氏血球庭分表二依

ノレo

血 糖 検 査 ハ ー ゲ ドル ン、 エ ンゼ ン氏 法。 耐糖

力 検 査 ニ ハ坂 口氏試 瞼 食代 用 葡萄 糖30grテ 用

フ 。 .

尿 「ク レアチ ン」 フ,リ ン氏 法 ニ テ、 特 二食 物

テ限 定 セ ズ。

「クnナ キ シー」 蓄 電器 放 電 法 二依 リ、 三 浦 式

萬能 「クロ ナ キ シメー ター」テ用 ヒ、 直 径1.5糎

刺戟 導 子 テ使 用 ス.實 駒 前 患 者 ハ充 分 静 止 セ シ

メ、 瞼 者 及 非 験 者 ノ絶 縁 ハ充 分 ニ セ リ。 測 定 筋

ハ左 側 総 指 伸 筋 、 淺 屈 指 筋 及 ビニ 頭 騰 筋 、 三 頭
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謄筋 ノ上肢代表的屈伸四筋 テ撰 ブ。

肺活量 ヴェル グ ン氏標準肺活量計 テ用ヰ、室

腹時坐位 二於 テ撒同行 ヒ、其 ノ最大値 テ探 リタ

リ。

心搏 出 量 マー シヤ ル、 グ ロル マ ン氏 法 ニ テ空

腹 時 臥位 二於 テ施 行 。

基 礎 代 謝 クニッピ ン グ氏 装 置 一 テ測 定。

實

第1、 第2、第3例 ハ昭和11年9月12日 ヨリ、

第4、e第5例 ハ同年9月23日 ヨリ注射 テ開始

シ、11月6日 ヨリハ「アスコルチン」ハ檜量 シ毎

日注射 セリ、他 二庭方ハ「ヅオタール」0.5及 乳

酸「カルシューム」1、ノミテ與ヘタリ。

第1例

松村某36歳 左官職。

診断 肺結核。

現病歴 昭和9年12月 中旬頃 ヨリ咳漱、喀疾、

呼吸困難テ魔 工、翌年1月 中旬熱感、全身倦怠

加 バリ、牛年程馨治テ受 ケ、輕快 セルモ、其 ノ

後咳嚇喀疾ハ消長 セリ。

昭和11年6月12日 左胸部 ノ疹痛 ト呼吸困難 テ

訴へ入院 ス、入院後 ハ左胸部 ノ疹痛輕減 ス.本

療法施行前。

主訴 本年9月 上旬以來時々血疾 アリ、食慾不

振、全身倦怠感、盗汗等ナ リ。

注射前所見

膿格中等、榮養梢 ヒ不良熱感 アリ、脈搏84大 サ

及 ビ緊張中等、整調、呼吸24、 淋巴腺 ノ腫大 テ

見ズ、顔面ハ幾分蒼白、眼瞼結膜正常、舌ハ薄

キ白苔 テ蒙 リ、音聲輕度噺嗅、左胸部扁卒 一シ

テ、左鎖骨上窩ハ梢 ≧陥凹ス.肺 臓 ハ左胸部前

後面全般 二濁音 テ呈 シ、中水泡性哩音テ…聴 ク.

右肺ハ全般 二乾性嘱音 テ1聴キ、心臓 ハ第二肺動

脈音強盛 ス、腹部四肢二異常 テ認 メズ。罷温ハ

37・2-37・5度 便通1日1同 、喀疾 二血液及結核

菌 テ謹明 ス。コ ントー氏皮内反慮(±)、尿検査、

所見ナク。糞便 二寄生贔卵、漕出血、結核菌 テ

認 メズ。

注射後實験成績

注射後4日 ニシテ血疾浦失 シ、以後血疾ナ シ。

同時 二食慾 ハ漸次壇進 シ來 リ、8日 後 ニハ全身

験

倦怠感 ナク、盗汗ハ10月 初旬迄消失 セザ リキ、

左側胸痛ハ10月 中旬以後緩和 シ、10月 下旬ニ

ハ安静 テ命 ジタルモ好 ンデ輕度 ノ蓮動ラナセ

リ。

胸部所見ハ右胸部 ノ乾性難音消失 セル外著明ナ

ル攣化ナシ。艦温 ハ漸次降下 シ10日 前後ニテ

37度 トナリ、以後 モ時々37.2度 位 二上昇 スル

事 アルモ大燈 ハ常温ナ リ。

喀疾量ハ漸次減少 シ、血歴ハi療法後期二幾分上

昇 ノ傾向テ示 シ、艦重ハ約2冠 檜加 シ、赤血球

沈降速度ハ漸次逞延セリ。

赤血球数及血色素量ハ漸次幾分」曾加 ノ傾向テ示

シ、血像ハ注射前 「メタ」骨髄細胞、可成著明ノ

左側推移テ見タルモ、注射後 ハ漸次左側推移減

少 シ10月5日 頃正常血液像 二復蹄 セリ。

血糖 ハ注射前、室腹時血糖量0.111%、 試験食

後最高血糖量0.168%ナ リシモ、注射後室腹時

血糖量及試験食後最高血糖量モ漸次降下 シ、11

月19日 室腹時血糖量0.079%、 試験食後 ノ最

高血糖量0.141%ト ナレリ。

尿 「クレアチン」注射後幾分減少 ノ傾向テ見。

「クロナキシー」注射働 慰指伸筋 二於 テハChハ

檜大 ハ、0.408二 達 シ、Rhハ 之一反 シ、梢 ㌃減

少 ス。淺屈指筋 二於 テハChハ 梢 ≧檜大セルモ

著 シカラズ。Rhハ 殆 ンド攣化ナク、爲二拮抗

筋比卒ハ殆 ンド2:1ト ナレリ。

二頭臆筋、三頭騰筋 ニテハ屈伸筋比卒梢 ㌃大 ト

ナリタリ。即 チCh値 ハ大禮正常値 二復 シタル

モノト見倣ス事 テ得。

肺活量。基礎代謝。酸素溝費量等一定 シ、分時

搏出量ハ極 ク輕度減少 ノ傾向 テ示 スモ殆 ンドー

定。搏動量ハ増大 ス。
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松 村 松 村

月 日1喀酬 血 剛 騒Kg
9月3日146143.2

、。日i1361、 。、-68143.2

12日__一 → 注 射 開始

17日 100 101-67 42.5
-_一_

42.525日 」10 107-72

10月1日 110 107-68 43.9

8日 107 98-67 43.9

16日 127
『一}一 一

98

101-70 44.0

22日 107-70
『

45.0

29日 100 101-64 45.2

11月5日 110-1
00

99-62
一

44.3

11日 113-7gl45・2

18日 121 107-70i45・5

25E 110 111-64145.5

月 日

赤 血 球 沈 降 速 度

一時間ト醐 中鯛 蒔+窩

291V皿 71 114 64 134

1011X 銘1 115 163 126

12ん,__→ 注 射 開 始

19!,, 49 83 45 125

271,, 50 78 45 128

121X 55 83 481130
1

311,, 36 71 361123

191XI 48 80
144
1128

喀疾 量及 血歴 ・・一週間李均 ヲ記入 セ リ

松 村

月 日 赤血球数萬 白血球
数

血色素
量 色素指数

「エ オ ジ

ソ」嗜 好

白血 球

「メタ」

骨髄細胞
桿状核
白血球 言騰

1

淋巴細胞 翻墓
8月29日 412 6100 80 0.97 2.7 1 16135.3 4213

1

9月8日 409 13000 81 0.99 1 、4,715。.3 30,7i3.3
,,12日 → 注 射 開 始 ・一

"18日 423 4000 85 1.0 0.7 8.7 64 22.7 4

,,26日 417 9800 87 1.04 0.3 8.3 61.3 26 4

10月5日 424 9100 90 1.01 2 3.3 69 21 4.7

,,31日 427 8200 91 1.01 1 5.3 69 20 4.7

11月19日 434 1101∩0 93 1.07 0.7 5.6 63 26.7 4

松 村

准
血 糖 槍 査

30/VllllO.111

1211×

22/,,0.086

空ual3・ 到 塒 間li時 間牛12時 間12時 間牛13時 間

0.1200.1680.1610.1090.0910.090

→ 注 射 開 始 ←

12/X

31/,,

191XI

0.099

0.063

0.079

0.129

0.159

0.115

0.141

0・124io・083

0.0940.134

0.146

0.126

0.119

0.079

0.104

0.081

0.068

0.071

0.083

0.077

0.060

0.060

0.090

0.072

0.062

0.061

松 村

1}

月 日隊 副 比重
ll

総1ク
レ・ア チ

ニ ン〆」

mg

「ク レノ

ア チ ニ

ソ」

mg

「ク レ

ア チソ」

mg

9月4日 4320 1006 1459 1315 144

,,8日 3950 1007 1088 958 130

,,11日 4100 1006 1093 947 146
一 一 一

,,12日 一 注射 開始

,,16日 3700 1006 1115 993 122

,,21日 3960 1005 1355 1254 101

,,26日

10月1日

,,6日

,,11日

,,16日

,,21日

,,26日

,,31日

11月5日

26日i4600

　

6日}4300
1

14100

3230

3460

4160

3880

3920

1006

1005

1006

1007

1009

1007

1006

1010

1009

1376

1179

1147

1266

1189

1107

1251

1514

1251

1258i

10681
　

10281

1189

1136

1024}
「

1181

1414!
1182i

118

111

119

77

53

73

70

100

69
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11月10日 3940 1008 1482 1376 104

8/1X
ChlO・14α0・112 0,092 0,140

60 ←注 射・・15日 3400 1007 1372 1276 96
l

Rhl4630 28

・・20日 ・3930 1006 1365 1251 114
27/1X

Ch 0・11210・200 0,092 0,140 1211X

1"25日14。 。。 1008 1436 1309 109 Rh 35 25 25 55

数字 ・・5日間 ノ干均 ナ リ

松柱 雨 吾36Ll

12/X
Chl・.28・ 0,180 0,088 0,120

Rhl30 27 20 50

291X
Ch 0384 0,180 0.08 0,136

『

昌i謙 引驚
し

籍劉講 隔劉 Rh 22 35 17 40

141XI
Ch 0,408 0,168 0.08 0,148

蹴1
ChlO重136

30

甑1441

Rh 23 35 17 45Rh 1似1001似0913060

姓

名

1

翻
燈 勇 髄 脈 酸費 基 肺

表 素量 礎 活
重 長 面 消 代 量'

(Kg)(cm)(Sq.m)搏(cq)謝(cα)

1血 歴 MinutenvolumSchlagvolum

」P・ ・P「 ・P,。㎜ ㎜{L剖 鵠S
胆

松 村1365/1X

注 射 →

41.01541.3490218十20.8130010575

22/1×41.51.3472180十9.210865

15/X441.3870224十41.70

31!X45.2

1
12/XI45.2

201XI46.7

1.4072214十18.3140010370

1.4072206十16.1130010890

1.4554208十20.0130010880

5.404.02131.560.245.0

5.353.99129.074.555.6

5.383.90122.276.855.5

5.303.88117.073.852.5

5.393.84119.574.8

5.203.58111.096.266.3

第2例
一ii'i
Eli下某20歳 、印刷見習工。

診断 肺結核。

現病歴 昭和11年4月 中旬頃寒冒 二罹 リテ以

來、咳漱、 喀疾去 ラズ。 頭痛及食慾不振 テ訴

へ 喀疾 二結核菌 テ読明 シタルテ以 テ、4月16

日入院、入院後漸次各症状減退 セルテ以 テ6月

22日退院 セルモ、7月9日 再 ピ全身倦怠、熱感

張 ク、食慾減退テ訴ヘテ入院、 ソノ後食慾ハ漸

次恢復セルモ、熱感、全身倦怠去 ラズ、本i療法

施行前 ノ訴 ハ頭重、全身倦怠、食慾不振等ナ リ。

注射前 ノ所見 艦格中等榮養梢 ヒ不良、皮膚 二

熱感 アリ、脈搏105、 大 サ中等、緊張幾分弱 久

呼吸25、 雨頬部紅潮 シ、左頸部二1箇 鳩卵大 ノ

モノ、雨腋窩二、三 箇 ヅツ大豆大 ノ淋巴腺 テ鰯

レ、舌 二薄 キ白苔 アリ。胸部所見ハ左上胸部ハ

短濁音 テ呈 シ、背部 ハ左肩朋間二濁音 テ呈 シ、

該濁音部 二少数 ノ有響性雑音 テ聴 ク。心臓腹

部、四肢 二異常 ナシ。

盟温ハ37.2-一一38度テ上下 ス、便通ハ1日1回 、

喀疾結核菌テ詮明 シ、マントー氏反磨強陽性。

尿 ニハ所見ナク、糞便 ニハ寄生贔卵、潜出血、

結核菌陰性。

注射後實験成績

食慾漸次」曾進 シ、1週 間後 ニハ普通量テ囁取 シ

得ルニ至 リ、全身倦怠ハ10日 頃 ヨ リ幾分輕快

シ、20日 後 ヨリ訴ヘザルニ至ル、禮温ハ注射後

5日 目頃 ヨリ37.5度 、15日 目ヨリ大膿37度 以

下 トナ リ、脈搏85-100ト ナリタルモ、10月29

日感冒二罹 リ、症状梢 」曾悪セルモ1週 間ニテ

治癒 シ其 ノ後各症状再 ビ減退セリ。

胸部所見 感冒罹患後 ヨリ左胸上部 ノ有響性雑

音檜加 セリ。

喀疾量ハ1斬次減少 ノ傾向 アリタルモ感冒後幾分

檜加 セシガ再 ビ漸次減少 セリ、 血歴ハ10月8

日頃 ヨリ幾分塘加 ノ傾向 アリタルモ11月11日

頃 ヨリ減少セリ。

禮重ハ11月5日 頃 ヨリ漸次檜加 セリ。

赤血球沈降速度ハ漸次促進 セシガ、感冒後急進

シ、後再 ビ遅延 ノ傾向ニアリ.

赤血球数及血色素量ハ注射當始 ハ著攣 ナカリシ

モ後期二於 テ幾分檜加 ノ傾向ヲ示 セリ。

血像ハ10月29日 頃左傾推移檜弧 シ、淋巴球減

少 セルモ、漸次再 ビ正常血像 二復蹄 シツ ・アリ。
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血糖 ハ注 射 前 室 腹 時 血 糖 量0.092%、 試 験 食 後

最 高0.136%ナ リシモ、漸 次 血糖 量 降 下シ テ、11
'月14日 室 腹 時 血 糖 量0

.073%s最 高0.097%

トナ レリ.尿 「ク レ アチ ン」ハ10月22日 頃 ヨ リ

幾分 増 加 セ リ。

「ク ロナ キ シー」ハ 注射 後Ch値 ハ緒 指 伸筋 及 ビ

ニ 頭膳 筋 及 ピ三 頭膳 筋 二於 テ檜 大 シ梢 ヒ正 常値

二近 ヅ キ タル モ11月1日 以 後 再 ビCh値 低 下

シ、 當初 ノ値 二復 ヘ レ リ。

基礎 代 謝 注 射 開始 後1週 間 ニ テ(+)25.0%迄

二降 下 セル モ次 デ上 昇 シ10月30日 デ ハ(十)

47.3%迄 ニ ナ リ、11月14日 二於 テハ 再 ビ降 下

シ(十)28。4%ト ナ レ リ。

肺 活 量 モ之 二相 當 シテー 時 梢 ≧減 少 ノ傾 向 ア リ

シモ最 後 ノ検 査 時 二於 ハ ハ、1900c・aト ナ リ少 シ

ク檜 加 セ リ。

紳 下

月 司 璽 馴 血'倒 鯉Kg
311×31

__1≦～1-63144・1

98-一一54144.1101,,18

12/,,一 一 一 → 注 射 開 始

　ユ

71"

25!,,

1/×

81,,

16/,,

221,,

29/,,

51XI

111,,

181,,

25!,,

17

一12

一30

一12

一12

}9

一40

一20

[14

一10

一10

101-56144.Ol

101-56 44.5

101-56 44.0

105-74 44.6

44.41109-74
1

1

104-64

108-71

44.8

44.6

107-61 45.0

101-71

102-66

45.0

45.3

102-66 45.3

紳 下

月 日
赤 血 球 沈 降 速 度

一劇 塒 昨 等晦+窩

221V血 48 91
143

・51131

291,, 60 97 54.2 132

10/IX 651 98 57.0 132

12ム,_→ 注 射開始

19!"168 105 60.3 132

261"176 107 64.7 138

8/X 80 108 67.0 138

29/X 103 118 81.0 136

14/XI 100 116 79.0 136

25!XI 90 108 72.0 131

紳 下

月 日 赤酬 白墨球
喋 素色素指鍛

「エ オ ミン

白血 球
楯縮 論 包桿状核

白血球
分核性
白血球 淋巴細胞 大軍核

移行型

8月28日 375 13100

9600

7210・96 3.0 lI 7.0 61.3 23.3 5.0

9月8日
・

406 7510.92 3.7 7.7 59.3 23.6 5.7

,,12日 → 注 射 開 始 ←

,,20日 415 84001720.861.OiI 4.0 70.0 18.36.7i

,,27日 405 10900
172
,0.88 2.3 7.3 68.0 13.07.3

10月10日 363 10000
i710

.981 2.7 6.7 67.3
トー-

19.04.Ol

η29日 394 17100
,7510・95

1.7 11.0 67.4 15,314.6

11月14日 434 11700!7510.86
1

3.0
一一_

4.3 64.3 20。38.0

,,24日 428 870018510.99 0.3 0.7 69.0 22.37.3

神 下

時
間

月
日

血 糖 検 査

空 腹 時i3・ 到 塒 間1・ 時間牛12時 間12時 酬3時 間

211XlO.09210.1360.11glO・1220.12010.08giO.101

121,, → 注 射 開 始 ←

211,, 0.08410.102iO.097
匡

0,086 0,083 0,085 0,083

8/X 0.0810.099iO.09～ 0,090 0,097 0,086 0,084

301,, 0.0750.108!0,110 0,086 0,083 0,072 0,070

114/XI 0.073iO.09710.091 0,081 0,073 0,079 0,074
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祠1下

刀 日 尿量

1ギll隅
,,12日

箆66PP13日

πps18日

1400.,23日

1330,,28日

160010月3日

,,i癒 1300

,,13日1360

,,18日1000

1400)t22日

,,28日1200

116011月2日

比重

総 ワ
レア チ

ニ ソ」

mg

淵1壽
→ 注射 開始

1013866

「ク レ・

ア チ ニ

ン〆」

mg

818

730

「ク1/

ア チソ」

mg

70

一75

万
薔
1012

育

1017

1013

π

659

815

814

742

859

752

673

1015918

10141708

1014898

769

623

723

723

万

754

675

598

764

597

810

97

36

92

91

69

105

77

75

154

π
88

・,7日 1000 1017 721 595 126

η12日 1550 1014 858 739 119

,,17日 1500 1017 916 796 120
闘

騨 下20Lj

召1融1割灘募膳揚腫劉 溝碧・1

28/V皿

Ch 0,250 0,160 0,088 0,120

←注射

Rh 72 62 45 70

6/1X
Ch 0,280 0,168 0,088 0,124

Rh 70 60 45 70

2511X
ChlO・408 0,132 0,100 0,200 1211X

Rhl45 30 45 65

13/X
Ch 10,408 0,136 0,112 0,240

Rh 40 30 35 65

1/XI
Ch 0,262 0,116 0.08 0,172

Rh 45 30 30 621
i

1
Ch 0,172 0,128 0,088 0.244i

15/XI}Rh 47 30 40j65

姓1年

名!齢

i

紳下 20

月

日

㎜3/2

21/1X

8/X

30/X

14/XI

重

(Kg)

44.1

襲
講照

葛

長
㎝(

髄

重

43.2

44.6

44.6

巫

158.5 1.41

π
1、42

1.42

1.42

脈

搏

104

98

105

100

酸費素
量

消
ac.

293

232

260

290

彌94

基
礎
代
謝

52
6
十

十25

十39.2

十47.3

十28.4

肺 血

(活量cq)1

璽L璽
1800130

1600125

1750130

1900130

maximinl
80

一90

一90

一85

一90

Minutenvolumen

L.

4.44

4.85

4.52

4.39

3.88

糖隆
3.16100.5

3.46112.0

3,18101.0

3.0898.5

2.7287.3

Schlagvohmen

(④
、

pro
Sq.m

42.7 30.2

49.5 35.4

43.0 30.2

43.9 30.8

41.3 29.0

酸素清費量モ同檬 二減少 シ後、壇加 シ、再 ビ減

少セ リ。

分時搏出量ハ大膿不攣 ナルモ、最後二少 シク減

少ス。

搏動量 大禮 二於テー定ナ リシモ1週 間目二於

テノ、手省≧」曾カロス。

第3例

金某33歳 玩具Il場 職工。

診断 肺結核。

現病歴28歳 左側滲出性肋膜炎二罹 リ其 ノ後

全身倦怠、熱感 アリタル モ仕事 二從事 シ居 タ

リ。本年2月 下旬感冒二罹 リタル後、咳漱治癒

セズ、次第二食慾不振、喀疾多量 トナ リ、本年

8月6日 左胸部癒痛、呼吸困難 テ訴 ヘテ入院、

入院後呼吸困難濡失 シ、食慾層進 ラ見 タルモ、

術左側胸部 二疹痛、全身倦怠、熱感 アリタルテ

以 テ本i療法ヲ試 ミタ リ。

注射前所見 罷格中等、榮養梢 ㌃不良、皮膚二

熱感 アリ、幾分乾燥 ス。脈搏78、 大サ、緊張中

等、整調、呼吸25、 淋巴腺腫脹 テ認メズ、顔面

ハ稽 、蒼白、眼瞼結膜正常、舌ハ梢 ㌃乾燥、薄

キ白苔 アリ。胸部 ハ形状 二異常テ認 メザルモ、

左胸上部ハ濁音 テ呈 シ、右肺尖部ハ短濁音 テ呈

シ、i聴診上左肺全般呼氣延長 シ、鋭性ニシテ、

時々左肺上部 二小水泡性嚥音 テ聴 ク。爾左胸側

下部 二摩擦音 テi聴ク。右肺上部呼氣延長 ス。心

臓ハ第二肺動脈音強調 ノ外 一異常 ナク.腹 部、

四肢 二著攣 ナシ。艦温ハ37.0-38.0度 テ弛張

シ、便通1日1同 、喀疲二結核菌 テ謹明 シ、ヱ

ントー氏皮内反癒(柵)尿 二所見ナク、糞便二寄

生鐘卵、潜出血,結 核菌陰性。

注射後實験成績
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食慾 ハ漸 次季會進 シ、 注 射 後 約 牛 ケ月 ニ シ テ、 全

身倦 怠感 緩 和 ス。術 左 胸 部 疹 痛 ハ 去 ラズ。爾 時 々

禮 温 ハ漸 次 降 下 ノ傾 向 テ 示 シ、 注 射後10日 ニ

シテ37.2度 テ弛張 ス。経 過 幾 分 良 好 二 向 ヒシ

モ、10月15日 下 痢 シ、以 後禮 温 漸 次 上 昇 シテ、

10月22日 頃 ニハ38.5度 二上 昇 、 同 時 二左側 胸

部 嬉痛 檜 悪 シ テ穿 刺 ノ結 果 滲 出液 テ見 タ リ。 然

レ ドモ其 後 禮 温幾 分 降 下 シ始 メ、11月3日 以後

」ハ37.3度 位 テ以 テ経 過 セ リ。

胸部所 見 ハ10月20日 頃 ヨ リ左 胸 上部 二1勲性曜

音檜 加 シ、 左 側 下部 ノ摩 擦 音 著 明 トナル。

喀疲 量 ハ注 射 後 幾分 増 加 シ、 下痢 後 頓 二檜 加 ス

血歴 モ漸 次 増 加 、 禮 重 ハ注射 後 漸 次 増 加 セ ル モ

下痢後 再 ビ減 少 セ リ。

赤血 球沈 降速 度 ハ 注 射後 モ漸 次 促進 シ、 下痢 後

一時 急 進 セル モ
、11月20日 ヨ リ再 ビ遅 延 ス。

赤血 球撒 及 血色 素 量 ハ注射 當初 ハ幾分 減 少 セ ル

モ、 ソ ノ後 ハ 幾 分檜 加 セ リ。

血像 ハ注射 前 左 側 推 移梢 ≧著 明 一 シテ、 「ノ タ」

骨髄 細 胞 テ認 メ タ ル モ、 注 射後 左側 推 移輕 減 セ

ル ニ下痢 後 ハ再 ピ増 強 シ、 「エ オ ジ ン」細 胞 浦失

セ リ。

血糖 ハ注 射前 室 腹 時 血糖0.115%、 試 験 食後 最

高0.148%ナ リ シモ、漸 次 減 少 シ10月9日 室 腹

時血 糖 量 ・・0.081%試 験 食後 ノ最 高0.128%ト

ナ レル ガ、11月16日 再 ビ幾 分 増 加 セ リ。

尿 「ク レア チ ン」ハ注 射 後 減 少 セ ル モ、 下痢 御 曾

加 ス。

「クロ ナ キ シー 」ハ途 中 合併 症 テ生 ジタ ル タ メー一

時 中絶 セ ル モ、総 指 伸 筋 ハ最後 二減 少 テ來 シ、
6

金

淺指屈筋ハ増大セリ.

基礎代謝ハ最後 二堰大 シ、肺活量ハ最後 二梢 ≧

減少ス。酸素清費量、分時搏出量ハ檜大 シ、搏

動量ハ梢 ≧減少セリ.

金

月 日1璽 量 血 劇 髄Kg

9月3日

,,10日

52

50

96-66 49.7

101-70 49.8

,,12日 → 注 射 開 始

,,17日 99 106-71 50.5

,,25日 130 104-66 51.8

10月7日 98 101-58 51.3

,,8日 103 109-67 51.9

,,16日 157 108-70 51.8

.,22日 300 108-72 50.0

,,29日 210 103-67 50.4

11月5日 190 110-78 50.3

,,11日 260 107-71 50.2

,,18日 270 116-70 50.0

.,25日 420 50.1

金

月 日
赤 血 球 沈 降 速 度

一時間ト綱 中等嘱+窩

8月29日

9月10日 lll
83

98 lllili
126

133

,,12日 一 → 注 射 開始

,,19日 66 131 65.8 145

,,27日 60 134 63.5 143

10月9日 65 135 66.3 144

"19日 101 137 84.8 148

11月20日 66 135 66.5 145

月 日
赤血球藪萬 白血球

数
血色素
量 色素指数

「エ オ ジ

ソ」嗜 好

白血 球

「メ タ」

骨髄細胞
桿状核
白血球

分核性
白血球 淋巴細胞 大輩核

移行型

8月28日

3851
391590073 0.93 3.3 1.7 10.3 49.3 30.7

23.3

4.3

9月8日 6600172 0.93 1.7 15.3 55 4.3

"12日
→ 注 射 開 始 ←

,,19日 373 5200 65 0.87 21 8.7 54.3 30 5

"26日 420 7400 69 0.82 2] 8.3 56 26 8.3

10月9日 412 6900 71 0.87 3.3 6 56.7 27.3 6.7

11月21日 439 6400 85 1.01 (一) 9.3 63.3 20 7.0
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金

＼ 時

月調
血 糖 検 査

空 腹 時13・ 分i塒 間1・ 間絆12時 間12時 間牛

0.1270.1480}124

→ 注 射 開 始 ←

0・1240・1翌 」0・1240・1030.118

0.oi葬 「一'6T.O-tsO.0820.1280.081

3時 間

30/VMlO.115

12/1×

24/IXlO.082

9/×

0,09316/XI

0.1170.1080.102

5.、581τ 。13、1-6.、25
L9・076_

0.09610.100匹

0.085

0.o兎 「

0.096

金

月 日

2/1X

61,,

尿量

1550

2450

比重解
mg

9081011

1008 可
111,,20701008

12ん,」 一 一 → 注 射 開 始

16/,,10111900

薔21/,,2160

亜2200261,,

916

'「ク
レ・

ア チ ニ

ソ 」

mg

「〃 レ/

ア チソ」

mg

8161921

147825

772, 147

1!X

61,,

11!,,

161,,

1
211,,へ 　
261,,

葡
2600

2700

2600

葡

面

齎
万
1010

1011

ユ015

蒲

1019

1001

985

1263

可

可
777

亜

蕊

879

859

927

1176

蕊

属
698

算

787

144

万
58

97

87

94

74

100

119

311,.1 1362 1013 55213511201

51XI 1650 1010 8251546i279
101,, 2350 1011 6751602i73
151,, 2420 1011 10211863[158

201,, 1800 1008 900780120

金32Lj

召 謙 引驚 鵜
二頭 三頭

臆筋 噂筋 、

ChO.3080.10810.0840.120 　
111XRh50674772

ChO.3120.1120.0880.126

1011xRh50畷 「50T _注 射

26/1X
ChO.1280.0880.080.120 1211X

Rh42604078

291XI
ChO.1040.1160.080.116

Rh45303550

姓

名

年

齢

月

日

髄

重
(Kg)

勇

長

(cm)

髄

表面

(Sq.m)

脈

搏

酸費
素量

濾。

基
礎
代
謝

肺
活
量

(qa)

血 塵 Minutenvolum
Schlagvolum

(αα)

max min L.
proS
q.m(
L)

proK
ilo

(αα)

proS
pm

金132
注 射→

24/V皿 49.5 167}

一

1.54 60
-

72『
80

一
一i

2491+25・8 1700 120
-

eo

80 3.98 2.58 80.5 66.3 43.0

13/X 48 1.54 243十24.0 1700 55 4.5 2.95 93.5 62.5 41.0

171XI 50 1.55 300十48.0 1600 120 80 5.08 3.27 101.2 63.5 40.8

第4例

宮澤某42歳 、「メリヤス」行商。

診断 肺結核。

現病歴 昭和5年2月 頃 ヨリ咳漱、喀疾 アリ、

同年3月 下旬大量喀血 ス。其 ノ後尚ホ時々小喀

血 アリタリト。昭和11年7月14日 入院、同年

9月4月 約100c・a喀血。本療法施行前 ノ圭訴ハ

全身倦怠、夕刻二起ル悪寒、血疾等ナリ。

注射前所見 禮格中等、榮養稽 ㌃不良、皮膚乾

燥、熱感 アリ、左頸部二鳩卵大 ノ淋巴腺連珠形

ノモ ノラ鯛ル。脈搏76緊 張中等、整調、顔面紅

潮、舌ハ薄 キ白苔 テ蒙 リ、胸部ハ右鎖骨上窩陥

凹、右胸部全膿濁音テ呈 ス、中等水泡性曙音ヲ

聴 ク。左肺上部 ハ呼氣延長 シ、.鋭シ。心臓ハ第

二肺動脈音張調 ノ外異常ナク、腹部四肢 二著攣

テ認 メズ。膿温ハ37.5度 便通1日1臥 喀疾二

結核菌(朴)、 マントー氏皮膚反癒(什)、 尿検査

二所見ナク、糞便一ハ寄生蝕卵、潜出血、結核

菌陰性。

注射後成績

食慾ハ全経過中梢 ≧良。血疾 ハ注射後次第二薄

ク1週 間後ニハ全 ク消失 シ、 全身倦怠感緩和
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ス。膿温ハ10月15日 頃 ヨリ漸次上昇 シ、38度

テ上下 ス。以後時々全身倦怠感及熱感 アリ。胸

部所見ハ曜音増加 ス。

喀疾量檜加 シ、血歴ハ漸次上昇 ス.然 レドモ膿

重ハ不攣、赤血球沈降速度ハ1斬次促進 ス.

赤血球数及血色素量ハ幾分減少 ノ傾向アリ。

血像ハ左側推移輕減 セルモ、御 曾強 セリ、多核

白血球数ハ漸次増加 シ、淋巴細胞減少 ス。10月

22日以後 ノ検査 二「エオジン」嗜好性白血球消失

スo

血糖 ハ注 射 前 室 腹 時 血 糖 量0.091%試 験 食 後 最

高0.200%ニ テ、室 腹 時血 糖 量復 蹄 遅 延 セ ル モ、

注 射後 ハ室 腹 時 血糖 量 漸 次 減 少 シ、試 験 食 後 最

高 ハ0.130%ト ナ リ、 注 射 開 始 後 ヨ リ室 腹 時 血

糖 量復 館 二遅 延 テ認 メ ズ。 尿 糖 反 慮 陰 性 ナ リ。

尿 「ク レア チ ン」ハ注 射後 中頃 二増 加 ノ傾 向 テ示

シ、尿 「ク レア チ ニ ン」ハ療 法 後 期 二幾 分 減 少 ノ

傾 向 テ示 ス。

,クロ ナ キ シー」バー 時 登 熱 シタル タ メ、 測 定 テ
ク

中絶 セル モ、 當 始 ヨ リ屈 伸 比 著 シ ク接 近 シ、 最

後迄 、 殆 ン●ド攣 化 テ見 ザ リキ。

基礎 代 謝 、 酸 素 浦 費 量 増 加 シ、 肺 活 量 分 時 搏 出

量,搏 動 量 皆 減 少 ス。

宮 澤

月 日1喀劉 血 座髄Kg

,P22日

94,,25日

9410月1日

9月17日801g4-62139.0
一 注 射 開始

,,8日

,J16日

,,22日

,,29日

11月5日

,,11日

95-6340.1

97-7039.3

95「-97-6・}39.9

}llト蓋嵩1
120

120

130

39.2

38.9
ロ

_1!12-67」39.0

107-7039.0

105-72

一.18日11121』7-71

1101107-72..25日

39.3

39。2

39.1

宮 澤

月 日
赤 血 球 沈 降 速 度

l

l
一劇塒酔噸 蒔榴

9月18日i751981621125

,,22日 一 → 注 射 開始

10月5日}80 95
一　 -

63.8 124一

,,22日i84 110 69.5 139

11月15日188 100
「

,69.Ol130

宮 澤

J]H1赤騨 白鍛球陳 素i色素副 言藤1紬 包膿 騰 淋巴系曜 暑肇
9月18日4975500850.852.3

"22日 → 注 射 開

4624200800.873.710月1日

4436700830.94(一),,22日

4636800841.02(一 一)11月15日

17.743325

始 ←

5111.02212.3

13.3・62.312.312

20.75713.38.6

宮 澤

＼ 時
＼ 間

月
日＼

血 糖 槍 査

空 腹 剛3・ 分1
1塒 間1・ 時酔12時 間!2時 間牛13時 間

9月20日10.09110.20010.17610・11910.11410.11210.100

,,22日 → 注 射 開 始 ←

10月3日 0,092 10
・205iO・17410・141 0・10610・090 0,870

,,22日 0,081 0.1720,179 0,164 0,125 0,090 0,081

11月15日 0,070 0.1020,130 0,125 0,091 0,077 0,070
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宮 澤 宮 澤
1

刀蝿 比曙 ア チ ニ

1ン 」

mg

「ク レ1「
〃

アチソ」

mg

召1融ξ専～「瀞蕩膳罷協蕩騒霧!

1311X
Ch 0.2281 0,196 0.08 0.1201

」
Rh 60 45 45 75

←注射

9月18日!1480110101756679177

19!IX
Ch 0,240 0,198 0.08 0,124,,22日 → 注 射 開 始

.1.23日 1950110121885〔7351150 Rh 64 45 48 70

,,27日 2375
,10111

978
1880i～8

9!xlCh 0.2400,240
1

0・08iO・120122/IX

}

10月2日 2100 1012 896 820
176

Rh 5045 58!70
,,7日 2150 1013 955 882 73

29/X

ll・ChlO
.3120.180 0・08iO・092}

,,12日 1400 1014 779 700 78
【Rh

l40140
55160i,,17日 2360 1017 876 741 135

,,22日 2250 1011 785 681 104

20/XI
ChlO.240

20
,148 0.08io.124i

,,27日 1962 1011 849 716 133
Rh65 70 70}90

11月1日 2220 10111825
6

736 89

,,6日 1770 10111802 672 130

,,11日 1800 1012}663 580 83

,,16日 1475 1012 555 517 38

,,21日 1560 1012 8441703 141

lll・

姓 陣:月 囎 髄

表

面

1(cm)i(Sq・m)

脈

搏

翻陛
素 量}礎

清1代

(cc.)1謝

}肺

活

量'

(cq)

血 歴 Minutenvolum
Schlagvolum

(qc.)、

1
名 降 日 (重Kg)爆 max

I

mlnlL. proS
q.m(
L)

pro
Kilo
(ca)

Pro
Sq.m

宮澤142
注射 →

18/1×

221X

38.71157ほ.34 75

78

1831+17・2 11800 95i7015・2 3.89 1135 69.5 52

38.gI 1.32 254i+5軌0 1500 100 70 4.8 3.64 123.5 61.5 46.5

1コ5/XI 38.2 11.32 80 222}+40.6 1200 102 75 4.2 3.18 110.Ol 52.5 39.0

第5例

患者 菅某26歳 旋盤工。

診断 肺結核。

現病歴14歳 扁桃腺炎後咳1漱、 喀疾 ア リ。18

歳全身倦怠、食慾不振、肺尖加答見 ト診断 サレ。

23歳 熱感、呼吸困難 アリ牛年醤治 テ受 ケ輕快、

昭和11年4月 初旬頃 ヨリ再 ビ歩行 ノ際顔面二

熱感 アリ、呼吸困難 テ畳ユ。昭和11年7月3

日入院。入院後食慾恢復 シタルモ、全身倦怠、

肩凝、盗汗ハ去ラズ、本實験施行前 ノ主訴 ハ全

身倦怠、盗汗、睡眠障碍等 ナリ。

注射前 ノ所見 禮格、榮養中等。淋巴腺腫大 テ

認 メズ。脈搏78、 大サ、緊張中等。呼吸22、 顔

面ハ幾分蒼 白、眼瞼結膜ハ正常、舌 二薄 キ白苔

テ蒙ル。扁卒胸 ニシテ、肺臓ハ右肺上部短濁音

テ呈 シ、呼氣延長 シ、鋭 シ。咳漱 二際 シ、濁音

部二少籔 勲幽羅音テi聴ク。心臓第二肺動脈音張

調 セル外攣化ナ ク、腹部及四肢ニハ異常 ヲ認 メ

ズ。便通ハ1日1同 、髄温 ハ37.5度 、喀疾 二結

菅

月 日喀酬 血 剛 髄Kg
9月17日1601109-71143.2

,,22日 → 注 射 開始

"25日150 96-56

i43'5一 一

10月1日 70
'

99-64 43.81

,,8日 801102-64144・3

,,16日 80i・05-54i44・6

・,,22日 901103-71巴 ・4
ll

"29日
1701102-62

44.3

11月5日 501111_68 44.3

,,18日 31[13-71 44.7

,,25日140110-62i44.3

菅

刀 日

1

赤 血 球 沈 降 速 度

一時畔 劇 中細 蒔榴
9月18日13516〆134.31120

π722日 一 → 注 射開始

10月7日 35 67
F

34.3 115

,,23日 52 80 46 124

11月19日 38 65 35.3 118

,,21日 13 40 16.3 115
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菅

刀 日 赤轡 鍛球血色緯 素指蟻 尋麟 包盤魏 欝 欄 包}轟

9月18日13988600180 1.02 1.3 9 5234.73

,,22日

1明4日1

"23日

413

418

8750

760093

85」1・02

1・1・}・

951.121.7

→ 注 射 開 始 ←

4

11月10日 4398700

3・7153・7133 5.7

,P21日

3・6i49140・7}5

6

4218800 90 1.08 2.7 1.3

52 33.36.7

62.729.7 3.7

菅

稲艶 空腹時

血 糖 槍 査

30分1時 間 ・時間牛i2時 間{2時 酔13時 間

9月19日10.06210.093 O.072

0.104

0.102

0.085 0.068 0.0700.060

,,22日

10月4日

→ 注 射 開 始 ←

0.0990.118

,,23日,0.078

111月9日1・:・79

0.103

0.112 0.112

0.097

0.093

0.093

0.088

0.096

0.088

0.097 0.093

0.0840.091

0.08210.079

菅

1

刀 副 尿量

}
比重

総、 「クr〃 レ
レ ア チ

ニ ソ 」

mξ

1㌃階

9月17日15001102665815661g2

,,22日 → ま圭三身寸1葬1女台

,,23日 1230 1015 908 769 137

,,27日

一

620 1020 588 531 57

10月2日 816 1020 685 597 88

"7日 462 1025 4151346 69

・.12日 553 1029
1

542429 113

,,17日 600 10241 623 526 97

"22日 520 10251538
F

496 42
1

,,27日 750 1021}430 392138
11刀1日 642 1022 601

0

562139
,,6日 780 10221 7351664

171

,,11日 1320 、。141788i 726 62

,,16日!1860 1015 820 782 38

"21日11700i1010 6191607 12

菅

昌1蛋鵠1穐霧膳 罷i颪霧i赫碧

・211xl

ChO.160iO.12810.08010.144

lRh5516213518・
1

18/1xi
lChO.168 0.144iO.0880.148}

Rh55160:30180
「

i・一注 射

8/X

IChO
・2400・1600・092iO・144122/1X

Rh如40130}80

22/X
lト

ChO.4080.400 0,080,136

Rh4042 3・i8・i

liCh
l3!XIll

0.4080,400 0.08io.36。}

Rh354013550
5卜

ChO・2680・26210・080・408

18,,XI Rh3730i301651

姓

名

年

齢

lllll月

1留

劉 脈鱗

(s票m)…搏陰)

肺1血 瞳 Minutenvolum
iSchlagvolUm

(qq)

i重
日!・ 、Kg)

勇

長(
cm

基
礎1活1

代 旦[

謝i遷 窒)
max

i.
mln L.

`

proS
q.m
(L)

Pro

Kilo

、'lc・c)

I

i脇.

菅126
注 射 →

i

27/V皿139・4 161・1・37172[1941+18・5 1800 105 70 4・1713・041105・5 57.9142.21

31xl40・2 i1.37722L7・+37.7
1900 103 60 4.57

13
・34i113.5 63,546.3

19!X
I44.3 }コ.43

7引 ・981+9・6 1800 98 68 4.23 2・961 .96.0 56,539.5
1

23!xl44.4 1.43i 70 2221十26.6
ミ

2000 108 75 4.42
i3.09i100,0163.544.4

118/XI}43.8 1.41・611229i十17.5 2000 120 85 4.5 3。181102.5173.7152.3
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核菌(+)、 マン トー氏皮内反慮(柵)、 尿 二所見

ナ久 糞便ニハ寄生毒卵潜出血、結核菌陰性。

注射後成績

1週 間後全身倦怠去 リ.睡 眠良好 トナル、15、6

日ヨリ盗汗清失 シ、罷i温ハ10日 目頃 ヨ リ漸次

降下 シ來 リ、20日 後・・輕度弛張 スルモ37度 テ

越 エズ、1ケ 月目ヨリ常温 トナル。

胸部所見ハ右上胸部 ハ爾呼氣延長 スルモ嚥音テ

i聴カズ喀疾量ハ少 シ。

血歴ハ漸次上昇 シ、膣重ハ注射前二比 シ1冠 檜

加 セリ。

赤血球沈降遽度 ハ中頃促進セルモ漸次遅延 シ、

11月21日 注射前二比 シ遙 二逞延セリ。

赤血球数及血色素量ハ漸次檜加 シ、血像 ハ注射

前左側推移テ示 シタルモ、注射後右傾ス。

総

「食慾j
。 第1、 第2、 第3例 二」曾進 シ、第4、 第

5例 ハ攣 化 ナ キ モ食慾 不 振 二陥 レル コ トナ シ。

「倦 怠 感」。 第4例 ノ外 漸 次 消退 セ リ。

「盗 汗」
。 第1、 第5例 ハ清失 セ リ。

「膿 温 」
。 第1、 第2第5例 ハ降 下 シ、 第3例 ハ

漸 次 降 下 セル モ合 併 症 以後 上 昇 セ リ、 第4例 ハ

降 下 セズ。

「禮 重」。 第1、 第2第5例 ハ増 加 シ第4例 ハ始

メ」曾加 セル モ合 併 症 起 リテ後 減 少 セ リ。 第5例

ハ不 攣 。

「血 歴」。 肺 結 核 二於 テハ低 キ ラ常 トシ、漸 次 降

下 ス ル モ ンハ豫 後 不 良 ナ リ。 第1例 、 第2例 ハ

殆 ド攣 化 ナ 久 第5例 ハ 上 昇 セ リ、 而 シテ第3

例 バー 時 各 症 状 檜 悪 セル モ血 歴 ハ上 昇 セ リ、 又

第4例 モ 上 昇 ス。

「喀 疾 量」
。 第1例 ハ減 少、第2、 第5例 ハ不 攣 、

第3、 第4例 ハ檜 加 セ リ。

血 疾 ア リシ第1例 、 第4例 ハ注射 後 次 第 ニ ソノ

色 稀 簿 トナ リ、1週 間後 ハ浦失 シテ以 後 血 疾 ヲ

見 ズ。

「胸 部 所 見 」。 第1、 第5例 ハ唾 音 減 少 ラ認 メ

ル モ、 他 ノ3例 ハ増 加 セ リ。

血糖 ハ注 射 前 室 腹 時 血 糖 量0.062%、 試 験 食後

最 高0.093%ニ テ幾 分 低 血 糖 ナ リ シモ 、 注射 後

一 時 上 昇 シテ後 ハ幾 分 減 少 ノ傾 向 テ示 ス。

尿 「ク レア チ ン」ハ 注 射 後 幾 分 減 少 ノ 傾 向 テ示

シ、尿 「ク レア チ ニ ン」ハ後 期 幾 分 檜 加 ノ傾 向 ア

リ。

「ク ロ ナ キ シー」ハ著 憂 テ認 メザ ル モ、 全骨豊トシ

テCh値 ハ漸 次 檜 大 ス ル傾 向 ラ有 シ、 注射 後1

ケ月 ヨ リ、1月 牛 ニ テCh値 ハ最 モ檜 大 ス ル ラ

認 メ タ リ。

・基礎 代 謝 ハ1週 間 目 二稽 ≧上 昇 セ リ。 其 ノ後 ハ

注射 開 始 前 ト大 差 ナ シ。

肺 活 量 酸 素 消 費 量 分 時 搏 出量 及 ピ搏 動 量 ハ皆檜

加 セ リ。

括

赤 血 球 沈 降 速 度 ハ 第1、 第5例 ハ幾 分 遅 延 セ ル

モ、 他 ノ3例 ハ促 進 セ リ.

赤 血球 数 、血 色 素 量 ハ 第4例 テ除 ク外 檜 加 セ リ。

「血 像 」
、 第1例 第3例 二於 テ左側 推 移 第2、 第

5例 ハ著 攣 ナ ク、 第4例 合 併 症 後 二第5例 ハ漸

次 左側 推 移 シ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 細胞 消 失 シテ曾

悪 セ リ。

「血 糖
.。Dalt,Emilio,DrabikaSylla等 二依

レバ 進 行 性 ノモ ノハ 過 血 糖 テ、 停 止形 ノモ ノ

バ梢 ≧正 常 値 二近 シ ト云 フ。 第1、 第2、 第3

恰 併 症 前 迄)、 第4例 ハ比 較 的 過 血糖 テ示 セル

モ、 注 射 後 室 腹 時 血 糖 量 及 試 験 食後 最 高 血糖 量

漸 次 降 下 シ大 膿 正常 値 二復 セ リ。 第5例 二於 テ

ハ當 始 幾 分 低 血 糖 テ示 セル モ、 注 射後 正 常 二復

シ再 ビ降 下 シ、 第4例 ハ合 併 症 後 ハ血糖 量 再 ビ

増 加 セ リ。

「ク レア チ ン尿 」。ValdesLambae二 依 レバ重

症 結 核 ハ尿 二 「ク レア チ ン」テ排 泄 シ、 良 好 ノ経

過 テ取 ル モ ノハ減 少 ス ト、 第1、 第3例(合 併 症

前 〉第5例 ニハ幾 分 減 少 ノ傾 向 テ見 、 第2例 、第

3例(合 併 症 後)、 第4例 ハ幾 分 檜 加 セ リ。

「ク ロ ナ キ シー」。 第1例 二於 テCh値 及 ビ筋屈
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伸 比 ハ正 常 値 二復 スル テ認 メ タル モ他 ハ著 憂 テ

認 メザ リキ。

「基 礎 代 謝 」
。 結 核 二於 テ ハ重 症 二至 ル ニ從 ヒ漸

次 上昇 テ見、 特 二滲 出 性 活 動 性 ノモ ノニ高 ク、

増殖 型 之 二次 ギ、 硬 化 型 拉 二初 期 無熱 者 二於 テ

ハ殆 ン ド生 理 的歌 態 二在 リ故 二之 テ連績 的 二観

察 スル時 ハ病 状 ノ輕重 テ判 断 ス ル ニ便 ナ リ.

第1例 、 第5例 ハ不 攣 、 第2例 バー 時 上 昇 テ見

タル モ再 ビ下 降 シ、 第3、 第4例 ハ上 昇 セ リ。

帥 チ第1、 第2、 第5例 ハ経 過 良 好 ナ リ シモ、

第3、 第4例 ハ壇 悪 セ リ。

「肺 活量 」
。 心 臓 疾 患 、 脚 氣 、 肋 膜 炎、 肺 結 核等

二於 テ ハ病 状 二ZF行 シテ肺 活量 上下 シ、 輕 快 ス

ル ニ從 テ肺 活 量 ハ増 ス。 第1、 第2第5例 パー

定 又 ハ梢 ㌃檜 大 テ見 タル モ、 第3例 ハ減 少 ス。

「分 時搏 出量 」
。 動 静 脈 血酸 素 量 ノ差 テ以 テ酸 素

清 費 量 テ除 シタ ル商 テ以 テ間接 二測 定 ス。 而 シ

総

テ分時=搏出量ハ血中瓦斯量叉ハ循環系状態 二慮

ジテ憂化 シ、血液 内炭酸檜加又ハ酸素訣乏 ノ場

合 ハ脈搏数又ハ搏動量 ヲ増加 ス、肺結核 二於 テ

ハ呼吸面積 ノ縮小、肺循環総断面積 ノ縮小♪・想

像 サレ得 ル所 ニシテ血流 ノ抵抗檜大二封 シテ搏

出量 ノ減少モ想像 サル。又心筋力 ノ如何モ關係

アリ、第3、 第5例 二於 テ壇大 シ、第3例 二於

テハ脈搏撒檜加 セルモ、搏動量バー定 ス、之 一

反 シ、 第5例 一於テハ脈搏撒ハ 略1一 定ナル

モ、搏動量檜加 シ、爲 二搏出量檜加セルナリ.

第1、 第2例 二於 テハ大禮不憂ナ リ。第4例 二

於 テハ脈搏激ハ却 テ増加 シ居 リ、搏動量ハ減少

テ見ル。即チ搏出量減少ハ搏動量 ノ減少二依ル。

以上各方面 ヨリ観察 セル結果ハ第1例 第5例 ハ

良好 ノ影響 テ認 メ、第2例 ハ幾分良好、第3例

ハ合併症前ハ幾分良影響 ヲ見タルモ、合併症後

ハ好影響 テ認 メズ。第4例 ハ好影響 テ認 メズ。

括

lI例 松 村E嚇 下1皿 例 金IIV例 宮澤IV例 菅

食 慾 培 進 培 進 培 進 不 攣 不 攣

倦 怠 感 清 失 消 失 緩 和 一時緩和 消 失

盗 汗1消 失 清 失

髄 副 降 下 降 下 合併症 前・・降 下
合併症 後・・上昇

上 降 下

盤 重 培 加 培 加 合併症前増加
合併症後減少

一

一

}

昇
一

不 攣
一
昇一
加一
失一

培 加

血 歴 不 攣 不 攣 上 昇 上 上 昇

喀 疾 量 減 少 増 増 加 増 不 攣

血 疾 消 失 清

胸 部 所 見 蝿 音 減 少

一
加一

一
嘱音増加一

進一
加

蝿 音 塘 加 蝿音増加 清 失

赤 沈 遅 延 促 促 進 促 進 遅 延

赤血球数及血色素量 培 加 増 加 傾 向 減少傾向 培 加

血 像 良 好

増一

不 攣
一
少

合併症前良好
合併症後塘悪

一
一時好徴

後増悪

,

不 攣

血 糖 減 少 減一 減 少 減 少 一時増加後減少

尿 「ク レ ア チ ソ」 減 少 傾 向 培加傾向
合併症前減少傾向
合併症後培加

堆加傾向 減 少 傾 向

「ク ロ ナ キ シ ー 」 正常値二接近
一

著攣 ナ シ 著 攣 ナ シ 著攣 ナ シ 著 攣 ナ シ

基 礎 代 謝 不 攣 不 攣 合併症前不髪
合併症後増加 増 大 不 攣

肺 活 量 不 攣 不 攣 合併症前不攣
合併症後減少 減 少 輕 度 堆 加

分 時 搏 出 量
、

不 攣 不 攣 増 大
鴨

減 少 輕 度 培 大

患 者 経 過 良 好 幾分良好 合併症前幾分良好
合併症後不良

不 良浪 好
一
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結 論

重 症 ナ ラズ シテ、 症 状 二著 シキ攣 化 テ呈 セ ザ ル

男 子 患 者5名 二就 キ、 「イ ン テ レニ ンJloc毎 日

64日 間皮 下 注 射 、 「アス コル チ ン」2c.c(「 ビタ ミ

ン」C100mg含 有)隔 日54日 間 静脈 注 射 、 以 後

「アス コル チ ン」ハ増 量 シテ2c .qZII日皮 下 注 射 シ

テ得 タル 長 期 療 法 ノ結 果 次 ノ如 シ。

1.食 慾 壇 進 シ禮 重 増 加 ス。

1.倦 怠 感 ヲ緩 和 叉 ハ消失 ス。

1.盗 汗 血 疾 テ浦 失 セ シ ム。

1.膿 温降下 シ血歴 テ幾分上昇ス。

1.喀 疾量ニハ影響ナ シ。

1・ 赤血球沈降速度二封 シテモ影響少 シ。

1.赤 血球数及血色素量 テ培加 シ白血球左側推

移テ輕減ス.

1.過 血糖状態ニアリシモ ノテ正常血糖 二復蹄

セシムルモノ・如 ク。尿 「クレアチン2ハ幾分減

少 ス「クロナキシー」基礎代謝量肺活量分時搏動

量 二封 シテ著 シキ影響 テ見ズ。
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